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特殊な修理を
得意とする
～WOODY BELL～

修理・リフォーム
時計彫りなど

東京都台東区台東4-8-7ヒューリック仲御徒町ビル8F　 担当 : 遠山

　コストパフォーマンスに優れ、機能的
でカラフルな色使いとデザインが楽しめ
る『Q&Q SmileSolar』から、鮮やかな色
使いと動物や植物など温かみのあるモ
チーフが魅力の、テキスタイルデザイナー

鈴木マサル氏とのコラボレー
ション限定モデル第2弾が、2月
17日より『Q&Q SmileSolar』公
式オンラインストアと全国にある

時計専門店「オンタイム」、「ムーヴ」
にて数量限定で発売される。
　同モデルはテキスタイルデザイ
ナーの鈴木氏が、色を楽しんでほし
いという想いで、2021年に販売し、
好評を得たモデルの第2弾。時計を
着用した人の毎日が一層華やかに
なるようなデザインとカラーが人気。
文字板とバンドを１枚のキャンバス

に見立てたのびのびとしたデザインに
注目したい。
　レッドのモデルは馬、イエローのモデ
ルはライオンをモチーフに、着用した人
がいろんな動物を想像できる、遊び心

あふれる製品になっている。
　文字板に描かれた数字は、視認性
を重視しながらも数字にも模様にも見
えるオリジナルのフォント。全てのモデ
ルに太陽の光や蛍光灯で充電ができ
る光発電「スマイルソーラー」搭載で、
定期的な電池交換がいらない。また水
に強い10気圧防水なので安心だ。2モ
デル各500本、価格は各6,050円。

好評のコラボモデル第2弾
シチズンのカジュアルウオッチ

　日本最大のパーソナル
ギフトと生活雑貨の国際
見本市「第95回東京イ
ンターナショナル・ギフ
ト・ショー春2023」は、2
月15日～17日の3日間、
東京ビッグサイト東展示
棟東1～7ホールにて開
催される（主催：ビジネス
ガイド社）。
　テーマは「オムニチャ
ネルで、日本経済の再生
をPARTⅡ」。出展社数
は、2,774社（海外15の
国と地域から302社、同

時開催展含む）。なお、会期中には専
門性の高い3つの見本市が同時開催
される。日本全国のみならず世界各国
から、“最新のトレンド”、“売れる新製
品”が一堂に集まる東京インターナ
ショナル・ギフト・ショーは見逃せない。

　働きやす
い職場環境
づくりや育
児・介護等に関す
る支援、多様な人
材の活用などを積
極的に進めている
企業等を表彰する
山梨県による「第4
回YAMANASHI
ワーキングスタイル
アワード」にて、ジュエリーを通じてより
良き世界を創るという経営目的を掲げて
いる㈱光・彩（山梨県甲斐市、深沢英二
社長）が、優秀賞を獲得した。
　同社が取り組む「女性が美しく楽し
く活躍の場を広げられるジュエリー創
り」、「社員のワークライフバランス・作
業環境改善」、「SDGs／ESGL」の活
動が評価された。
　特に独自の時間管理システムの運用

による、時
間生産性の
向上と時間

外労働の削減、育
児休業・介護休業
希望者100％取得、
職場復帰100％。全
額会社負担による
業務に必要となる
資格取得の促進、
半年に一度パート

社員を含めた全従業員への面談を実施
し、要望等を反映した職場環境の改善
を推進することなどが挙げられる。
　また、カルティエ、ティファニー、グッ
チなど世界のグローバル企業を含む
約1300社が登録するRJC（責任ある
ジュエリー協議会）のほか、「経済産業
省認定 地域未来牽引企業」、「やまな
しSDGs認定企業」、「山梨えるみん認
定企業」などにも認定されている。

　松本徽章工業㈱は、「ブラック・
ジャック50周年記念メダル」の予約受

付を 、通販サイト（E-medal.jp）等で2
月1日から開始した。
　1973年11月19日から『週刊少年
チャンピオン』にて連載がスタートした
｢ブラック・ジャック｣は、2023年に連
載開始50周年の節目を迎える。
　純金製メダル2種類と純銀製メダル
1種類の3つを販売する。

　田中貴金属
グループの純
粋持株会社で
あるTANAKA
ホールディング
ス㈱は、ニッポ
ン放送が 2月
17日から55時
間にわたり放送する「オー
ルナイトニッポン55時間ス
ペシャル」において、オール
ナイトニッポン55周年 オ
フィシャルロゴをデザインし
たオリジナル純金1gカード
55枚を提供する。
　オリジナル純金1gカード
は、2011年にオールナイト

ニッポン月曜日
を担当したクリ
エイター・大宮
エリ―氏がデ
ザ イ ン し た
“オールナイト
ニッポン55周
年 オフィシャル

ロゴ”と、シリアルナンバー
を刻んだ世界に55枚しかな
い品で、オールナイトニッポ
ンに長く親しんできたリス
ナー、そして新しく番組を聴
き始めたリスナーとともに歩
んだ番組の55年を振り返
り、その感謝を込めて55名
にプレゼントされる。

　ジュエリー産地・山梨の企業を中心
に約130社が魅力的な新商品を多数
紹介することに期待が集まっている「山

梨ジュエリーフェア2023（YJF）」は、4
月12日～14日の3日間、アイメッセ山
梨で開催される。
　2021年に同じく山梨で開催された
ジャパンジュエリーフェア（JJF）には、
全国各地から約6000名の関係者が
来場し、熱心な商談が繰り広げられた
ことから、YJFへの注目度が高く、この

ビジネスチャンスを逃すまいと
来場事前登録が始まっている。
　会期中には、ダンシングストー
ンが世界中で大ヒットしたクロス
フォー社の工場見学ツアーが実
施され、同社が新たに開発した
シルキータッチテニスチェーンの
製造現場が初公開される。また、
山梨県水晶宝飾協同組合の貴

金属工
芸部会
と水晶
美術彫
刻会、

宝石研磨部会による洗練された技術が
会場内で披露されるので見逃せない。
さらに今回に限り特別に加工相談を受
けてくれるので、余裕を持って来場した
い。来場には主要都市から無料シャトル
バスがある。甲府駅からも会場までシャ
トルバスが運行されるので、公式ホーム
ページで確認を。

加工技術の最高峰の地で商談できる
「山梨ジュエリーフェア2023」

Q&Q SmileSolar

㈱コダマ

㈱山宝 シミズジュエリー㈱
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ブラック・ジャック連載50周年

働き方改革の取り組みが評価され
光・彩が山梨県で優秀賞を獲得

純金・純銀製記念メダルを販売
松本徽章

4月12日～14日、アイメッセ山梨

CTスキャン使用
天女、花珠、鑑別書

※天女、ロイヤル天女は日本宝石科学協会で商標登録されています

日本真珠学術協会
〒110-0005東京都台東区上野5-22-1井上ビル4F
TEL:03-3836-2507 FAX:03-3836-2689

　もしも経営者として必要な知識とは
何かという問いならば、模範解答は経
営指南書に書いてある。読めばいいだ
けのことである。学生さんやこれから起
業しようと志している人たちには必要
かもしれない。資金管理、人事管理、売
上管理、その他テクニカルな知識は
あったほうがいい。けれども実際に経
営者の椅子に座ってみれば、会社とい
うものはいかに不安定で危なっかしい
ものであるか、すぐわかる。知識を役立
てるか否かの前に「追われる生活」が

始まるのである。売
り上げに追われ、
資金繰りに追わ
れ、人材集めに追
われて、どれ一つ
とっても倒産、行き
詰まりに直結して
いる。それでも昭和
のように消費のパ
イが広がりつつあ
るときはいいが、平

成令和のような停滞時代にはパイの取
り合いが熾烈を極める。サラリーマン
社長なら失うものは地位となにがしか
の報酬であろうが、中小零細のオー
ナー経営者は、ひとつ間違えれば住む
家を失い家族の人生も変わってしまう
ほどの立ち位置にある。だから追われ
てみると焦りや苛立ちが視野を狭め
る。目の前の課題を乗り越えるだけで
日々精一杯になり、会社全体の在り方
や経済環境の変化が見えなくなる。あ
るいは変化が見えていてもそこに経営

意識が届かない。大したことはないと
思い込んでしまう。追われるとそういう
ことになる。逆もある。あまりに順調な
ゆえに、その成功体験が桎梏になって
時代の中に深刻なそして致命傷を負わ
せるような変化が生じていることを見
落とすのである。欧米の圧力によって大
店法の運用基準が緩和されたとき日
本はバブルの真っただ中であった。が、
あそこが時代の分水嶺であった。「何と
かなるよ」、それは当時誰もが口にした
セリフであったが、小売業の現在を見
れば何とかならなかったのである。
　経営者として何を見るべきか、お手
本のような話がある。中華料理チェー
ン「日高屋」会長の示唆に富んだ創業
苦労話である。「当時は駅を降りると、
おでん屋やラーメン屋（の屋台）が駅
前に並んでいて、サラリーマンが夜遅く
まで通い詰めていたんです。しかし、衛
生面や道路整備などの事情で、これか
ら屋台はなくなると見たんです。じゃ
あ、みんなどこへ行くんだろう。そこで、

『屋台のお客さんを追っていこう、食べ
てもらおう』と思いつきました。それが
日高屋の原点なんです。これから商機
がやってくると従業員に熱弁した。
「徐々にサラリーマンが弁当を持たなく
なって手ぶらで会社に行くようになり
始めていました。『お昼はサラリーマン
はどこかで食事をするから、この商売
は面白くなるよ。時代は変わるよ』と伝
えたんです」。（ヤフーニュース
ENCOUNTより抜粋）
　商機はどこにでも転がっている。それ
が日々追われている経営者にも順調に
あぐらをかいている経営者にも見えな
いだけであろう。「屋台のお客さんを
追っていく」とは世の中の変化を追っか
けることでもある。が、ともすれば話が
大きくなって日本経済がどうの、インフ
レ、デフレがどうの、わが業界の体質が
どうの、と頭でっかちになりがちだが街
へ出て人々の動きの中に変化を探り当
てる人こそ経営者の大事な資質であろ
う。楽観もせず悲観もせず、追われてい

ればなおさらのこ
と視野狭窄の病
を自覚して、見る
べきものを見る。
　それが経営者
の第一条件であ
ると自戒を込めて
思う次第である。

               貧骨
cosmoloop.22k@
　　　nifty.com

経営者が見ておくべきものとは
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